
令和7 年度 日本小動物獣医学会（ 北海道）

第1 日目（ 8 月28 日） 第3 会場（ 講義棟1 階 5 番講義室）
10 ： 40 ～11 ： 10 座長： 大田 寛（ 酪農大）

小‐ 1 若齢期からの慢性的な運動失調を呈し、 拡散テンソ ル画像（ DT I） を用いて脳白質の萎縮を定量的に

評価した猫の1 例 …………………………………………………………………………………………………… 00

○中村伽奈 笹岡一慶 新坊弦也 山根由久 中村健介 滝口満喜 （ 北大附属動物病院）

小‐ 2 行動異常を主訴と したフレンチブルド ッ グの大脳膠腫症の1 例 ……………………………………………… 00

○加藤 史1 ） 笹岡一慶1 ） 新坊弦也1 ） 越川 藍2 ） 木村享史2 ） 滝口満喜3 ）

（ 1 ）北大附属動物病院 2 ）北大比較病理学 3 ）北大獣医内科学）

小‐ 3 耳科処置により 医原性気脳を発症した犬の1 例 ………………………………………………………………… 00

○川上侑記1 ） 笹岡一慶2 ） 田村 純2 ） 大山紀彦2 ） 新坊弦也2 ） 山根由久2 ） 横山 望1 ） 中村健介1 ）

滝口満喜1 ） （ 1 ）北大獣医内科学 2 ）北大附属動物病院）

11 ： 20 ～11 ： 50 座長： 小久保 大樹（ 酪農大）

小‐ 4 歩行不能な急性麻痺を伴う 犬の頸部椎間板ヘルニアに対する外科的介入の時期に関する回顧的検討 …… 00

○渡辺晴菜 須永隆文 大脇 稜 奥村正裕 （ 北大獣医外科学）

小‐ 5 脊髄空洞症に継発した側弯症による尾側頚部脊椎脊髄症の犬の1 例 ………………………………………… 00

○小笹裕貴 須永隆文 大脇 稜 奥村正裕 （ 北大獣医外科学）

小‐ 6 犬の股関節形成異常と 膝蓋骨高位の関連に関する回顧的検討 ………………………………………………… 00

○瀧川快人 大脇 稜 須永隆文 奥村正裕 （ 北大獣医外科学）

第2 日目（ 8 月29 日） 第3 会場（ 講義棟1 階 5 番講義室）
9 ： 00 ～9 ： 20 座長： 峯 弘（ 酪農大）

小‐ 7 右前肢断脚を行い線維肉腫と 診断したミ シシッ ピアカミ ミ ガメ （ T rachem ys scripta elegans） の1 例 … 00

○大橋銀河1 ） 松井李穂1 ） 小川勉武2 ） 渡邉謙一2 、3 ） 山田 学2 、3 ） 古林与志安2 、3 ） 大橋英二1 ）

（ 1 ）あかしや動物病院 2 ）帯畜大基礎獣医学 3 ）帯畜大グローバルアグリ メ ディ シン研究センター）

小‐ 8 尾脂腺の腫瘤に対して凍結療法を行った小鳥の3 例 …………………………………………………………… 00

○松井李穂 大橋銀河 大橋英二 （ あかしや動物病院）

9 ： 20 ～9 ： 40 座長： 大橋 英二（ あかしや動物病院）

小‐ 9 小動物臨床現場におけるウサギの骨折・ 脱臼の発生状況および予防に関する質問票調査 ………………… 00

○和田啓佑1 ） 松山亮太2 ） 峯 弘1 ） 浅倉真吾1 ） 伊村 啓3 ） 蒔田浩平1 ）

（ 1 ）酪農大予防獣医学 2 ）農研機構動衛研 3 ）ポッ ク ル動物病院）

小‐10 排尿困難を呈したフェレッ ト における段階的診断アプローチと 治療経過 …………………………………… 00

○峯 弘 木村優樹 三好健二郎 酒井俊和 山本集士 霍野晋吉 鳥巣至道

（ 酪農大伴侶動物医療学）

9 ： 50 ～10 ： 10 座長： 上村 暁子（ 帯畜大）

小‐11 持続性心房静止と 診断した犬の1 例 ……………………………………………………………………………… 00

○塩原 希1 ） 中村健介1 ） 川元 誠2 ） 滝口満喜1 ） （ 1 ）北大獣医内科学 2 ）北大附属動物病院）
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小‐12 肺高血圧症を併発した粘液腫様変性僧帽弁疾患の犬に対する僧帽弁形成術の短期治療成績 ……………… 00

○川元 誠1 、2 ） 中村健介3 ） 塩原 希3 ） 佐藤 景3 ） 村田芙花2 ） 池田正悟2 ） 滝口満喜3 ）

（ 1 ）北大附属動物病院 2 ）JACCT 動物心臓血管ケアチーム 3 ）北大獣医内科学）

10 ： 10 ～10 ： 30 座長： 中村 健介（ 北大）

小‐13 犬における大動脈弁逆流の左室への影響および僧帽弁逆流と の関連性の検討 ……………………………… 00

○宇田川 裕 南 垠列 濱本裕仁 小久保大樹 田畑優人 井坂光宏

（ 酪農大伴侶動物医療学）

小‐14 タ ウ リ ン投与が不整脈治療に有効であった犬の2 症例と 猫の4 症例 ………………………………………… 00

○大池三千男1 ） 竹内ヘラ ルド 2 ） 佐藤麻優2 ） 渡邉謙一2 ） 山田 学2 ） 古林与志安2 ）

（ 1 ）おおいけ動物病院 2 ）帯畜大基礎獣医学）

10 ： 40 ～11 ： 00 座長： 山崎 真大（ 北大）

小‐15 アロペシア X と 思われる脱毛症に中医学的治療が奏功した1 例について …………………………………… 00

○重信隆夫 （ アニマルク リ ニッ ク 永山公園）

小‐16 心因性多飲と 診断した若齢のポメ ラニアンに対する応用行動分析学的介入 ………………………………… 00

○室井尚子1 ） 西川ひろみ2 ） （ 1 ）Jiu動物行動ク リ ニッ ク 2 ）22 条動物病院）

11 ： 10 ～11 ： 20 座長： 松本 高太郎（ 帯畜大）

小‐17 道東地域の飼い犬への狂犬病ワク チン接種による抗体保有率から見えてきた課題 ………………………… 00

○山田恭嗣1 ） 井上雄介2 ） 加来義浩2 ） 山田浩暉1 ） 山田チズ子1 ） 前田 健2 ）

（ 1 ）やまだ動物病院 2 ）国立感染研）

小‐18 尿管膀胱移行部の発生異常により 水腎症および水尿管症を呈した猫の1 例 ………………………………… 00

○酒谷 篤 原田大輝 五田嘉倫 山本集士 酒井俊和 藤田麻由 出口辰弥 田村昌大 山﨑裕毅

鳥巣至道 大田 寛 （ 酪農大伴侶動物医療学）

11 ： 30 ～11 ： 50 座長： 前原 誠也（ ひかり 町動物眼科）

小‐19 柴犬の原発閉塞隅角緑内障に対するアーメ ド 緑内障バルブ移植術の視覚維持効果： 内科的治療と の

比較検討 ……………………………………………………………………………………………………………… 00

○久保 明 伊藤洋輔 （ どう ぶつ眼科VECS）

小‐20 犬の眼瞼の炎症性腫瘤疾患における鑑別診断の検討 …………………………………………………………… 00

○北村康也 北村祥子 （ 八雲動物病院）

13 ： 00 ～13 ： 20 座長： 金 尚昊（ 北大）

小‐21 回結腸接合部切除を行った犬や猫に対する人工腸弁形成の有用性評価 ……………………………………… 00

○田中理菜子1 ） 山本集士1 ） 酒井俊和1 ） 金子泰之2 ） 水谷真也3 ） 鳥巣至道1 ）

（ 1 ）酪農大伴侶動物医療学 2 ）宮崎大附属動物病院 3 ）岡山理科大小動物外科学）

小‐22 雄犬の膀胱・ 前立腺・ 尿道・ 陰茎一括摘出術における腹腔鏡下手術の導入と 短期的術後合併症の検討 … 00

○茂木信乃輔 酒井俊和 山本集士 若槻あゆみ 橋元智紀 檀上美潮 王 馨晨 鳥巣至道

（ 酪農大伴侶動物医療学）
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13 ： 20 ～13 ： 40 座長： 大脇 稜（ 北大）

小‐23 多血小板血漿（ PRP） を用いた皮膚・ 軟部組織損傷の再生医療的アプローチ ……………………………… 00

○南 垠列 田畑優人 小久保大樹 濱本裕仁 井坂光宏 （ 酪農大伴侶動物医療学）

小‐24 犬の脾臓腫瘍における腫瘍関連マク ロファ ージの動態 ………………………………………………………… 00

○奥村美月 酒井俊和 岡本 実 山本集士 檀上美潮 王 馨晨 鳥巣至道

（ 酪農大伴侶動物医療学）

13 ： 50 ～14 ： 10 座長： 酒井 俊和（ 酪農大）

小‐25 先天性外耳道閉鎖症に対して外耳孔形成術と 外側耳道切除術を実施した犬の1 例 ………………………… 00

○長谷川萌慧1 ） 金 尚昊1 ） 細谷謙次1 ） 木之下怜平1 ） 大脇 稜1 ） 奥村正裕2 ）

（ 1 ）北大附属動物病院 2 ）北大獣医外科学）

小‐26 結腸切除が奏功した猫消化管好酸球性硬化性線維増殖症の1 例 ……………………………………………… 00

○大橋英二1 ） 松井李穂1 ） 大橋銀河1 ） 吉田希央2 ） 渡邉謙一2 ）

（ 1 ）あかしや動物病院 2 ）帯畜大グローバルアグロ メ ディ シン研究センター）

14 ： 10 ～14 ： 30 座長： 須永 隆文（ 北大）

小‐27 ウサギの大腿骨粉砕骨折の1 例 …………………………………………………………………………………… 00

○長濵 永 新田野乃 松﨑 勉 （ 紋別家畜診療センター）

小‐28 ダブルプレート 法により 整復した犬の橈尺骨骨折の1 例 ……………………………………………………… 00

○小久保大樹 南 垠列 濱本裕仁 田畑優人 井坂光宏 （ 酪農大伴侶動物医療学）
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